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オジュ　ッ　セーアの体育思想
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アメリカの体育学者ニクソンはその著に於て(1952年)

｢古代ギリシャ人の精神に於て体育を認めるようにアメリカ人を導くが為に,体育教師が立ち向わ

ねはならぬものこそスコラ主義である｣

と記しているが,我が国に於てほ明治以来,近代文明のたち遅れを急速に快復する為に生じた功利

的打算の故に,結果的には,矢張り西洋中世の体育に対する否定的契機と,殆んど同様な状態にあ

って,然もその底流はまだ深く,体育の前進に大きな障害を与えていることは,アメリカ以上であ

ることに異論はないであろう｡

この点に閑して,ホーマーの作になるオジュッセーア(Odysseia)の体育思想を考察してその夷

髄を探り,それが如何に現代の体育に多くの示唆を与える所があるかについて論及したい｡

(-)梗　　　　概

ホーマーは前八世紀頃ギl)シャ繋明期の詩人で,その著イーl)アス･オジュヅセーアほ,世界文

化史的意義をもって,古今に於ける最莫最高の大叙事詩であるといわれる｡

イーリアスはトロイア戦役に取材したものであり,体育としてほ当時の競技の方法や有様が述べら

れ,オジュッセーアほ智謀勝れたオジュヅシュースが中心的人物で,彼はギリシャの諸将と共にト

ロイアに遠征し,凱旋するまでに二十年を要するのであるが,その最後の帰郷前四十余日間に亘る

事件を描写した叙事詩である｡

体育的事柄は全篇に散見されるが,中でも最も仔細に措写され,且つギリシャ体育の夷髄に通ず

ると思われるのは,その第八歌であるので,主としてそれを中心に考察を進めたい｡

(ニ)顛　技　の　種　目

全篇を通じてホーマ-時代には,競走,跳躍,槍按,円盤投の陸上競技,それに拳斗,角力,そ

の他水泳,球技,舞踊が行われていたことを知る｡唯イーリアスに詠まれている兵事競争は見られ

ない｡

之等の競技は,その何れも古代ギ.)シャに特有なものではなく,当時の主ジプト,バビロニヤ,

ペルシャ等に於ても行われていたものである｡即ち陸上競技,斗技的な種目は,おそらく人質の歴

史と共に非常に古く,彼等の生活と結びついて発展し,遂に競技として形成されたものであろう｡

このことは水泳についても同様のことが考えられる｡舞踊は本来,種々の神霊の加護をよび起すこ

とにあったが,オジュッセ-アでは,第一歌でオジュッシュースの妾ペーネロペ-アの求婚者連が,
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歌と舞踊に興じたということと,第八歌で競技終了後, ′ヾイエーケスで一流の舞踊家が,踊る為に

平らに地ならしされた広場で,弾唱詩人デーモドコスを取り巻いて心地よく踊れば,オジュヅシュ

ースもその巧みさに,心ひそかに驚嘆したとある｡何れの場合でも,演技者,観る者共に楽しいも

のであり,喜ばれたことを知る｡球技は石や武器で標的を狙い打つことによって,発生したと考え

られる｡唯ここで附言したいのは,球技以外の種目は男性によって行われていたが,球技的なもの

は女性闇にも存在していたということである｡即ち第六歌に於て,バイエーケス王アルキ,オスの

ノーシカ-姫が,その夢に現われた神女アテーネーの言に従い,侍女らと清い流れで洗濯をしてか

ら,

頭上の被吊脱ぎ棄てて球の遊戯にとりかかり,

斯くして姫は一人の侍女をめざして球を接ぐ,

球は狙いを誤りてうずまく水の中に落つ,

とあって,ボール遊びがレクリエーションとして行われているが,このことから女性にあっても,

戎種の身体連動が行われ,叉之に対する興味も存在していたことを推察できるのである｡之は後年

のアテネに於てさえ,女子体育が等閑に附されていたことと比較して興味あることであろう｡倍男

性の球技については,第八歌に相当高い技術を要するような描写があるが,之等両性間で行われて

いた球技が,やがてギリシャ･ローマ,そして中世を経るに従って,徐々に近代スポーツ-の形塵

に組織だてられていくのである｡

(三)売　技　精　神

オジュッセーアの体育史的意義は実にこの競技精神であって,籍八歌に述べられている｡之はト

ロイア戦後,幾多の苦難を経たオジュヅシュースが,バイエーケス島に漂着し,アルキノオス王に

懇ろに歓待され,彼の念願とする帰国の便が叶えられて.船の準備がなされ宴会の席が設けられる｡

その時吟謡の巧みなデーをドコスが,トロイア戦役の物語りを吟唱すれば,オジュッシュースほ回

想に悲痛の涙を流すので,宴会を止め競技会を催すのである｡

競技場では競走･角力･跳躍･円盤投･拳斗が｢高貴なる青年｣等によって次々と競われていく｡

(1)競技の名誉性

王子のラーオダマスは,オジュッシュースの立派な体格を見て,

ああ珍客よ,或技を学びしならば,君も亦試みることよからずや?学べる君と我は見る｡

その生命のある限り,手足を以て成し遂ぐる

業に優りて大いなる菅は絶えてあらざらむ｡

いざ試みよ,辛労を君の胸より取り払え,

と言って挑戦するのである｡この競技会はオジュッシュースの気分転換の為に行われたものである

が,彼の脚･腕･頚筋何れも筋骨たくましく,若い時代に競技を行ったであろうと思われる所から,

交歓試合の意図も合めたと考えられるので,共に技を競ってみたかったのであろう｡
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当時の貴族乃至は支配階級に属していた若人は,好んで競技を行っていたのであるが,それは国

防的見地にも立っていたであろうが,後代ギリシャの教育に於て,体育が大きな地歩を占めていた

ことを考えた時,競技は教育を受ける若人の教養として,父か或は郷党が之に当ったことであろう｡

教育の場としてほ,訓練所･練習所というものは見られず,おそらく適当な広場で行われたことと

思う｡然も当代に於て既に今日のように厳然としたルールが規制され,単に力の争いではなく,む

しろそのカ･技術を具備している人間そのものの,価値判断の拠り処でもあったと考えられる｡従

って彼等は,競技を知力･精神力･体力等人間能力の給和を,公式に吟味する世界としていたので

あって,己れの優位を公然と誇示する唯一の機会であり,試合に臨むことすら名誉なこととし,普

してそれに勝つことは無上の光栄と思っていたわけである｡

こうしてオジュヅセーアの体育思想を表現する歌の冒頭に,その名誉性を挙げているが,之こそ

ホーマー時代の競技精神の根幹と考えられるものであって,以下はその名誉的感情の具体的諸特質

を,主としてオジュッシュースの心の動きと照合して,述べてあるものと解釈したい｡

(2)競　技　の　公　正

ラーオダマスの言葉に対して,彼は自己の悲運に胸がふさがれ,競技を行う気になれないと言っ

て,おだやかに拒むのである｡然しこのことは他方から見れば,名誉の機会を自ら放棄したことに

なり,王子に-してみれば,幾分期碍外れの感を受けると共に,人物が疑われて,

異郷の客よ,世の中に競技は広く行わる,

之を学べる人々に我は汝を比ぶまじ,

むしろ漕座の多き船,あなたこなたに乗りまわし,

商事営む水夫らの頭となりて,商品に

心を配り,強慾に利益を求めあきるもの,

之らの聾に比ぶべし,競技学べる者に似ず｡

といって彼を軽蔑するのである｡

支配階級に属していた競技者層は,彼等の生活を維持するのに自ら髄離する必要はなく,殆んど

家僕の勤労の上に安閑としていた｡従って,競技を行うのも生活の具としてではなく,教養として

身に体するのであれば,技術の練磨と身体育成,更にそれを通してなされる,人間完成-の手段と

するのが目的であって,金銭的に物質的に得る為ではなかった｡他方,商人は社会的地位が競技者

層より低かった上に,生活目的の為に物品を売り利益を収めねはならなかった｡それは職業柄当然･

なことであっても,彼等は営利という最終且つ最高の目的を達する為には手段を選ばず,その過程

にどのような方法を用いるかは問題でなく,不正を敢て行うこともあって,競技者層から軽蔑され

ていたのである｡

このことは現在のアマチュア規程と非常に関聯する所があって,その第一条に｢アマチュアとは

単に連動競技愛好の為に競技するものをいう｡｣とその根本的特質を述べ,第二粂以降では連動によ

る営利,売名等を全く否定しているが,オジュッセーアの精神と殆んど同様である｡之は叉イギリ
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ス始め,近代スポーツの行われていた諸国で,その発生に於て例外なく貴族間で行われ,且つアマ

チュア的であった事実からも,競技の在り方は本質的には,ホーマー時代から現在に到るまで変り

はなく,その名誉性と関聯して営利を否定する公正さに,或は清廉潔白な所にあったことを示すも

のであろう｡

(3)廉　　　　恥

こんなに蔑まれて,オジュヅシュースほ眼を怒らせ,

汝何者ノ　乱言を吐きて愚の著すこ似る,

かくも劇しく激せしむ,我は汝の言う如く,

競技を知らぬ者ならず,わが青春にわが腕に

たよりし頃は,其の道に首先のはまれかち得たり｡

今憾むらく災難と憂によりて我弱る｡

げに戦場に海上に経たる苦難は幾何ぞ!

さほれ斯く迄悩めども我は競技を試みむ,

汝の述ぶる乱音は我の心を激せしむ｡

ラーオダマスはオジュッシュースが尋常な手段では,競技に参加しないと思われたので,彼を激

しく侮蔑することによって,否応なく出場するようにしむけたわけである｡然し彼が参加を拒んだ

のは競技を知らぬ故でもなく,叉未熟ある為でもなかった｡青年時代は数々の競技に参加して,倭

秀な成績をあげているのであって,イーリアス第二十三歌に,ギリシャの勇将アキレウスがその親

友パトロクロスの戦死を悼み,霊を慰める為に墓前で行う葬礼競技(funeral games)に彼は角カ

で引分優勝し,更に競走には堂々優勝したことが描写されているのである｡唯現在は二十年間に亘

る戦争と流浪の生活で,心身共に疲労し,最悪のコンディションで競技の出来る状態ではない｡然

し商人にたとえられ,競技者らしくないと侮られて名誉を傷つけられてほ,もはや之を隠忍するこ

とはできないとして,決然起った所に競技者の廉恥心を充分感得できるのである｡

こうしてオジュヅシュースの心は次第に高鳴り,外套を着たまま競技場におどり出て,今までバ

イエーケス人が使用していた円盤より,はるかに重いものをとりあげ投げた所,従来の記録を大き

く破るのである｡

(4)五　　　　技

そこで彼は意気軒昂として,

心と意気と促さば,誰人にまれ,ここに来て,

別の競技をなさしめよ　一汝ら我を怒らせり一

番斗･角カ｢駈け走り,何れを間はず試みよ｡

世間の人のなす技の何れも我は拙ならず,
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之から理解できることは,競技者は単に一種目にのみ秀でたのではなく,当時行われていた競技

の種目は,等しく身につけていたということである｡彼等は心身の調和的な発達を希求していたが,

叉身体そのものをも均斉に発育させたいと願い,その美しさ力強さを追求していたのであった｡そ

れが為には一種目にのみ専念するより多種目に精進し,多方面から然も均等に筋肉･骨格等に働き

かけることにより,身体の調和的発達を計ったわけで,ギリシャ時代に五技(Pentathlon)が競技

の中でも重要視されていた傾向は,すでに当代に発しているのである｡現在も十種･五種競技は存

在しているが,その競技者層は身体的に能力的に,限られた男女によって競われていることと比較

して,ホーマー時代競技者の殆んどが五技的な連動を学んだことは,それが直ちに戦力となり,或

は自己の生命を保護する手段ともなったという特殊な事情もあろうが,競技の意義とその及ぼす影

響を深く認識していた為であろう｡

(5)知　　　　性

とにかくこの時のオジュッシュースは,得意の絶頂にあったと思われるが,

ラーオダマスを別にして,国人すべて試みよ｡

彼は今我が主公たり,誰か主公と争はむ?

他国にありて客となり,厚き歓待うけ乍ら,

主公に対し萄くも競技を挑む者あらば,

そは思慮たらぬうつけ者,やがてすべてを失わむ｡

王子であるラーオダマスは,現在のオジュッシュースにとってほ主公である｡嘗て弓枝で己れの

力に溺れ,神に挑戦して我が身を滅し,更に累を子孫にまで及ぼした古事をノ酎､,彼は主公に挑戦

することはしなかった｡あくまでも理性を失わない所に,偉大な競技者オジュッシュースの知性の

ひらめきをみるのである｡即ち競技に対し勝れた力を持つと同時に,分別も亦兼ね備わる彼の面目

が躍如としている｡このような知性が,

主公を除き何人も我は拒まず,侮らず｡

むしろ親しく彼を知り,試みんこと我が願い｡

と言わせて,王子の戦の言葉が侮蔑的であったのと比較して,彼の言葉は人間味溢れるもので,敬

技は技を競うことも大切であるが,同時に試合の相手をよく知り,之と親しくする所にもその価値

目的があって,夷の競技の名誉性は強いばかりでなく,相手の人格を認める所にこそあるとして,

最初怒りに燃えて,幾らか興奮的な言葉を発していたのが,この段階に於ては冷静にかえり, ｢智謀

に富めるオジュヅシュース｣の本姿を,窺い知ることができるのである｡

(6)謙　　　　虚

始め駈け走7日こ於ても試みようと言っていたのが,

ただ競走は我潜る｡バイエーケスの或人ら

我に傍らむ,船中に歴々食に乏しくて,

我激浪のただ中に痛く劇しぐ悩まされ,
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かくして為に無惨にも手足弛みて力なし｡

と前言を朝しているのを見ることによって,益々その感を深くするのである｡このことは苦難に遭

遇しない平常であればともかく,現在は体力･気力共に疲弊している上に,更に加えて,彼の年令

からすれば,既に競技のカは峠を越していると思われるのである｡即ち四十才を過ぎては,すべて

の競技が青年時代より劣るのであるが,中でも競走の影響が最も大きく,彼は到底教養の得意なバ

イエーケス人と,対抗することはできないであろう｡そこで弱い種目は弱いと自ら認めて,前言を

翻す所に競技者の謙虚な態度を見出すことができるのである｡

(四)む　　す　　び

以上オジュッセーアの体育的な事柄を概観してきたが,ギリシャ最古の文献に競技をとりあげた

ことは,それが彼等の生活と,密接な関聯をもっていたことを証拠だてると共に,苗代西欧諸国で

ち,等しく競技が行われていながら,後年ギリシャ体育として価値づけられるに至ったのは,実に

ギリシャの競技精神によるのであるが,その本姿はホーマー時代に,確立していたことを知る資料

ともなるのである｡　　　　　　　　　　　　　　ノ

そうして之れほ,現在及び将来体育が前進する際には,常に指針とし基盤とせねばならないもの

であろう｡
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